
生活道路における道路改良(拡幅)事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．生活道路における道路改良(拡幅)整備事業とは 

  未改良の道路(狭あい道路等)について、隣接地権者の皆さまから土地や支障物件

移設のご協力をいただき、拡幅することにより使いやすい道路に改良する事業です。 

  

２．生活道路における道路改良(拡幅)整備申請について 

 ・申請できる路線は、真岡市が管理する道路となります。（国道、県道は除きます。） 

  ・申請者は、地域代表者（区長）となります。 

  ・改良（拡幅）要望区間(起点・終点)は、原則として交差点～交差点間となります。 

  ・改良（拡幅）要望幅員は、原則として舗装幅５．０ｍ以上となります。 

  ・申請書には、拡幅要望区間の両側に隣接する地権者(権利者)全員の署名・押印し

た同意書を添付してください。 

    ※同意書が完備されていない場合は、申請書を受理することが出来ませんので、

ご注意ください。 

  ・同意書は、共有名義の土地については、共有者全員の署名・押印が必要です。ま

た、所有権以外の権利（借地権、地上権、地役権等）が法務局に登記されている

☆真岡市における道路整備事業 

◆道路改良(拡幅)事業 

   ・幹線市道の整備・・・市の施策として整備する事業 

・他事業関連道路の整備・・・市の施策として整備する事業 

   ・生活道路の整備・・・区からの申請により整備する事業 

◆舗装新設事業・・・未舗装の道路を現況道路幅員で舗装する事業 

◆側溝整備事業・・・放流先が確保された道路に側溝を整備する事業 

 

☆真岡市における道路の状況（令和 2 年度末時点） 

  ・市道の管理延長   約１，３１０．７ｋｍ 

  ・市道の改良率    ７３．６％（県内１４市中７位） 

  ・市道の舗装率    ９７．７％（県内１４市中１位） 

 

☆生活道路における道路改良(拡幅)申請状況（令和３年度末時点） 

   真岡地区 ２０件  山前地区 ２９件  大内地区 ２２件 

   中村地区 ２４件  二宮地区 ２０件  合 計 １１５件 



土地についても、権利者全員の署名・押印が必要です。 

    また、土地の権利（所有権等）について、法務局の相続手続きが完了していな

い場合は、完了後に署名・押印をお願いします。 

     

３．申請から事業採択の流れ 

①申請書提出  隣接地権者全員の同意書添付のうえ、区長が申請します。 

           

②一次評価   道路の現況、道路の利用状況、通学路指定の有無、要望経過年 

数、住民理解度、周辺他事業との関連、事業効果、事業費などの 

項目について評価します。 

    

③二次評価・総合評価 

         一次評価した路線は、市内を５地域（真岡・山前・大内・中村・

二宮）に区分し、各地域の上位路線について、庁内で組織する真

岡市生活道路事業採択評価委員会において、地域性、必要性、事

業効果、緊急性などの項目について二次評価し、一次評価点と合

わせた総合評価点により、５地域ごとに優先順位をつけます。 

 

  ④事業採択   次年度の予算状況により、市の施策事業及び地域性を考慮し、

事業採択となります。 

 

４．評価結果の公表について 

   評価結果については、評価初年度及び申請後１０年経過時に、区長に対

し文書で通知いたします。 

地域ごとの優先順位ついては、区長が建設課において閲覧できます。 

（土、日、祝日等を除く午前８時３０分～午後５時１５分まで） 

 

５．申請後、長期間経過している路線について 

   生活道路の改良（拡幅）事業は、多くの申請をいただいており、事業採択

まで相当長期間を要している路線があります。 

そのため、申請後２０年を経過しても事業採択に至らない路線については、隣

接地権者や道路の利用状況等が変化している場合もあるため、その申請内容につ

いて、地域で再度検討していただきます。 
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